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協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

中
村
正
男
氏
（
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

事
務
局
次
長
）

都
構
想
っ
て
何
？　

く
ら
し
は
ど
う
な
る
？

―
大
阪
市
を
な
く
し
て
区
に
再
編
す
る
住
民
投
票

日
時　

５
月
23
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
准
教

授
）

内
容　

 

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

後
援　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研

修
会

「
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
」
と
し
て
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
（
10

月
25
日
）
に
グ
ル
ー
プ
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。
出
場
の
可
否

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　

１
５
０
０
０
円
（
当
選
し
た
際
に
必
要
）

締
切　

４
月
25
日

※
詳
細
は
申
込
者
に
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
（
グ
ル
ー
プ
エ
ン
ト
リ
ー
）

日
時　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含

む
）、午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、『
修

了
証
』
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

 

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
Ｆ
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
港
区
弁
天
１
‐
２
‐
１
）

講
師　

江
草
宏
氏
（
東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

２
０
０
人

再
生
歯
学
の
最
先
端
〜
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
可
能
に
す
る

歯
科
医
療
と
は
〜

総
会
記
念
講
演

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
大
阪
市
東
成
区

大
今
里
西
３
丁
目
２
‐
68

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
千
日
前

線
・
今
里
駅
徒
歩
４
〜
５

分
、
Ｊ
Ｒ
環
状
線
・
近
鉄
鶴

橋
駅
徒
歩
７
〜
８
分

【
設
備
等
】
電
子
カ
ル
テ
、

チ
ェ
ア
ー
２
台
、
ナ
ノ
レ
ー

ザ
ー
、
ア
サ
ヒ
レ
ン
ト
ゲ
ン

オ
ー
ト
（
パ
ノ
ラ
マ
）、
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー

【
建
物
】
鉄
筋
２
階
建
て
、

１
Ｆ
ガ
レ
ー
ジ
（
１
０
０
㎡
）

【
金
額
】
月
額
賃
料
30
万
円

〜
（
応
相
談
）、
保
証
金
10

カ
月

【
そ
の
他
】
１
９
５
２
年
開

業
、
５
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル

　

「
物
理
は
す
ば
ら
し
い
」

「
物
理
が
世
の
中
を
か
え
て

い
く
」
―
。
高
校
の
授
業

で
、
何
度
も
そ
う
語
る
物
理

の
先
生
の
言
葉
に
、
い
つ
し

か
私
は
影
響
さ
れ
、
理
系
の

研
究
者
に
あ
こ
が
れ
始
め
て

い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自

分
の
学
才
が
十
分
と
は
と
て

も
思
え
な
か
っ
た
し
、
歯
科

医
師
で
あ
る
父
の
診
療
所
を

継
ぐ
か
ど
う
か
、
こ
の
こ
と

で
い
つ
も
悶
々
と
し
て
い

た
。

　

し
か
し
、
高
２
の
あ
る
日

に
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、

将
来
進
む
べ
き
道
が
明
確
に

定
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
孔
子

の
論
語
で
あ
っ
た
。

　

「
子
曰
く
、
吾
十
有
五
に

し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し

て
立
つ
。
四
十
に
し
て
惑
わ

ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知

る
。
六
十
に
し
て
耳
順
う
。

七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
ま

ま
従
え
ど
も
矩
を
踰
え
ず
」

そ
の
意
味
は
、
私
は
15
歳
で

学
問
を
志
し
、
30
歳
で
学
問

の
基
礎
が
で
き
て
自
立
で

き
、
40
歳
に
な
り
迷
う
こ
と

が
な
く
な
っ
た
。
50
歳
に
は

天
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
を

知
り
、
60
歳
で
人
の
こ
と
ば

に
素
直
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

歳
ま
で
の
人
生
計
画
が
ほ
ぼ

出
来
上
が
っ
た
。

　

大
学
卒
後
、
母
校
の
補
綴

科
に
助
手
と
し
て
勤
務
し

た
。
自
分
で
新
た
な
研
究
領

域
を
開
拓
し
、「
支
台
形
成

の
シ
ス
テ
ム
化
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
取
り
組
み
、
ア
ル
バ

イ
ト
も
し
た
が
、
大
体
、
毎

晩
11
時
ま
で
仕
事
を
し
た
。

そ
し
て
、
不
適
切
な
方
向
か

ら
削
除
す
る
と
エ
ア
ー
タ
ー

ビ
ン
が
止
ま
り
、
ア
ラ
ー
ム

が
鳴
る
平
行
成
器
等
を
開
発

し
た
。

　

30
歳
く
ら
い
ま
で
に
、
研

究
努
力
賞
、
臨
床
研
究
奨
励

賞
（
河
村
賞
）、
特
許
取
得

２
件
を
得
て
、
文
部
省
の
科

学
研
究
奨
励
金
を
３
度
交
付

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
青

木
教
授
や
そ
の
他
た
く
さ
ん

の
方
々
の
助
言
、
援
助
が
有

っ
た
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て

い
る
。

　

30
歳
過
ぎ
か
ら
は
父
と
仕

事
を
し
た
。
還
暦
を
過
ぎ
た

今
は
人
の
話
を
よ
く
聞
き

（
耳
順
）、
自
分
の
デ
ン
タ

ル
チ
ー
ム
を
更
に
発
展
さ

せ
、
予
防
を
ベ
ー
ス
に
し
た

補
綴
の
指
導
医
と
し
て
今
迄

以
上
に
地
域
医
療
に
貢
献

し
、
地
域
の
方
々
や
ス
タ
ッ

フ
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
私
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

川
越
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
西
村

吉
行
（
泉
大
津
市
）
先
生
で

す
。

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
70

歳
で
思
う
ま
ま
に
生
き
て
も

人
の
道
か
ら
外
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
く
な
っ
た
―
と
さ

れ
る
。

　

特
に
「
三
十
に
し
て
立

つ
」、
こ
の
言
葉
に
刺
激
を

受
け
た
。

　

30
歳
ま
で
大
学
で
研
究
生

活
を
し
、
そ
の
後
、
親
の
後

を
継
ぐ
。
こ
れ
が
私
の
出
し

た
答
え
で
、
そ
の
時
期
に
30

301

高
２
の
人
生
計
画川

越　

善
人
（
淀
川
区
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

日
時　

５
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

変
が
あ
る
か
？　

そ
の
大
き

さ
、
滲
出
液
が
あ
る
か
・
な

い
か
、
治
療
薬
剤
の
選
択
、

根
管
形
成
の
難
し
さ
、
根
管

治
療
の
予
後
と
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
。

　

日
常
臨
床
に
於
い
て
と
り

わ
け
歯
内
療
法
は
や
っ
か
い

な
分
野
と
思
わ
れ
て
い
る
事

が
多
い
。
し
か
し
、
歯
内
療

法
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で

基
本
を
押
さ
え
れ
ば
そ
れ
ほ

ど
難
し
い
事
で
は
な
い
様
に

思
う
。

　

歯
周
治
療
は
患
者
の
生
活

習
慣
の
改
善
と
ス
タ
ッ
フ
、

と
り
わ
け
衛
生
士
の
協
力
の

下
で
歯
科
医
師
の
技
量
が
展

開
さ
れ
る
が
、
歯
内
療
法
は

殆
ど
歯
科
医
師
自
身
の
技
量

と
の
孤
独
な
た
た
か
い
の
中

で
臨
床
家
と
し
て
の
哲
学
が

試
さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ

る
。
保
険
制
度
で
は
恐
ろ
し

く
不
採
算
な
設
定
の
上
で
、

ど
う
す
れ
ば
効
率
良
く
要
点

を
掴
ん
で
臨
床
展
開
を
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
様
に
思

う
。

　

歯
内
療
法
の
ゴ
ー
ル
は
根

充
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
後
の
経
時
的
変
化
で
判
断

す
る
臨
床
現
場
で
は
難
し
い

学
び
が
あ
る
様
に
思
う
。

　

こ
れ
等
の
諸
問
題
を
整
理

し
、
歯
内
療
法
の
基
本
か
ら

考
え
、
方
向
を
見
定
め
る
事

に
臨
床
ケ
ー
ス
を
披
歴
し
、

皆
様
と
熱
い
議
論
を
し
て
み

た
い
と
思
う
。

５月度生涯研修抄録

難治性の感染根管治療を考える
牛島　進（福岡市開業）

【
連
絡
先
】
ク
レ
セ
ル
株
式

会
社
（
伊
藤
）　

℡
03
‐
５

８
４
０
‐
７
８
０
１　
　

⒝

03
‐
５
８
４
０
‐
７
８
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

【
最
寄
駅
】
長
堀
橋
徒
歩
４

分
（
堺
筋
線
・
長
堀
鶴
見
緑

地
線
）

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
ー
３
台

（
４
台
可
）、
パ
ノ
ラ
マ
・

デ
ン
タ
ル
な
ど
の
機
器
材
、

23
・
75
坪

【
金
額
】
応
相
談

【
そ
の
他
】
ビ
ル
１
Ｆ
部

分
、
所
有
権
付
き
物
件
（
区

分
所
有
）。
他
府
県
転
出
の

た
め
譲
渡
。
盛
業
中
。

【
連
絡
先
】
ク
レ
セ
ル
株
式

会
社
（
伊
藤
）　

℡
03
‐
５

８
４
０
‐
７
８
０
１　
　

⒝

03
‐
５
８
４
０
‐
７
８
０
２

　

難
治
性
根
管
治
療
に
対
す

る
学
術
的
な
定
義
は
な
い
。

歯
内
療
法
で
難
治
性
と
考
え

る
時
、
歯
牙
の
部
位
、
単
根

・
複
根
、
急
性
・
慢
性
か
、

疼
痛
あ
り
・
な
し
、
根
尖
病

WE SAY NO！　診療所からアピール
大
阪
市
な
く
し
た
ら
ア
カ
ン

　「WE SAY NO！ ５・17 OSAKA」――。
　５月17日に行われる大阪市解体・分割構
想（「大阪都構想」）の賛否を問う住民投票
で、NOを突きつけようと、大阪市城東区
の玉川歯科医院では、「大阪市解体・分
割」反対を呼びかけるポスターを掲示して
患者さんにアピールしている。
　生まれも育ちも大阪市という玉川尚美先
生は、「大阪市を橋下市長の好き勝手にな
くしたり、分割させるわけにはいきませ
ん。一人でも多くの患者さんに住民投票
で、反対してもらえれば」と語る。
　ポスター、ステッカー等の活用を希望さ
れる先生は、協会までお問い合わせくださ
い。℡ 06-6568-7731。

守口市から通う助手の早石さん（23）
は、大阪府は大型事業より医療・
福祉を充実させてほしいと語る　


